
1 

 

 

令和４年度のアレルギーヒヤリハット事案対応について 

 

１ 事案の時間経過 

時期 内容 

令和４年 
７月25日～27日 市内中学校が修学旅行実施。 

修学旅行２日目（ 7/26）
の昼食時 

昼食会場に到着、昼食場所に荷物を置いた後、周辺景勝地を
見学。 

 
その際、生徒のあいさつがよいと店の方に褒められた。 

事前に旅行会社を通じて、食品成分表を確認の上、イクラ等
の魚卵を使用していない海鮮丼をオーダーしてあった。 ア
レルギー対応のため、全生徒共通メニュー） 

店側が生徒のあいさつがよかったとの理由から、当初、食品
成分表にないイクラをサービスで海鮮丼に追加し提供した。 

海鮮丼の蓋を取った時点で、当該生徒と当該養護教諭ともに
イクラが入っていることに気づいた。 

オーダーと異なる内容であったため、当該養護教諭が当該生
徒に確認の上、改めてイクラが入っていない海鮮丼を提供し
てもらい当該生徒は喫食した。 

修学旅行翌日 7/28） 
 

当該生徒保護者より電話で本事案について問い合わせがあ
り、当該養護教諭は内容について説明した。 

令和６年秋以降 
 

市教委が当該生徒保護者と別案件について面談をする中で、
本事案についての話があった。 

 
２回は本事案に関する話があった。 令和６年 11 月及び令和
７年２月） 

令和７年３月 
 
 

当該養護教諭に事実確認を行い、アレルギーヒヤリハット事
案があったことを確認、学校に指導を行うとともに、当該養
護教諭に口頭で指導を行った。 

令和７年４月以降 
 
 
 
 
 

その後も当該生徒保護者と別件での面談の中で、本事案につ
いての話を複数回受ける。 
当該生徒保護者からは、学校から市教委を経由し、事故報告
書を県に提出し、当該養護教諭を処分してほしいとの要求も
あったが、ヒヤリハット事案であったため、そのような対応
はできない旨と、市教委で口頭注意を行ったことを伝えた。 

令和８年２月17日 新聞 糸魚川タイムス）で報道。 

令和８年２月27日 総務文教常任委員会資料で報告。 

総務文教常任委員会提出資料 令和８年３月 12日） 

総務文教常任委員会提出資料 

令和８年５月１日 学校教育課 №３－２ 
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２ その後の確認事項 

令和８年２月 27 日 

・文部科学省の「学校給食における食物アレルギー対応指

針 平成 27 年３月）」には「学校は、すべての事故及び

ヒヤリハットの事例について、市区町村教育委員会へ報

告します」となっている。 

・また、県教委の「学校における食物アレルギー対応指針

 平成 29 年２月）」においても、報告に加え、その詳細

と改善策の報告を学校に求め、情報を所管内で共有し、

事故防止に努めることとなっている。 

・市の食物アレルギー対応マニュアルでは、今年度に至る

までヒヤリハットの報告について記載をしておらず、学

校に報告の指示をしていなかった。 

・学校での食物アレルギーの確認については、学校給食は

保護者と面談し、詳細な確認を行っているが、学校行事

 修学旅行含む）の際は、保護者との面談は行うが、食

物アレルギー対応確認表の作成を義務付けていなかっ

た。 

・以上の点について、市教委の指示や対応に不備があった

ことについて確認した。 

 

３ 今後の対応 

 ⑴（食物アレルギー対応マニュアルの改定と周知徹底 

  （市の食物アレルギー対応マニュアルには、ヒヤリハット事例に関する教育委員会

への報告と対策の検討、事故防止の徹底に努める旨の内容を追加するとともに、

学校にはマニュアルの改定に関わらず、現時点から対応してもらうよう学校長を

通じて指導済み。 

 ⑵（学校行事における食物アレルギー確認方法の見直し 

  （学校給食における食物アレルギーの確認と同様に、学校行事においても食物アレ

ルギー対応確認表の作成を義務付けし、保護者と学校内教職員の情報共有を確実

に行う。 

 ⑶（今回の事案に対する謝罪等 

  （・今回の事案については、対応マニュアルの未整備や学校への指示不足があった

ことについて県教委へ事故報告を行い、市教委から該当保護者へ今回の事案に

対する謝罪を行う。 

  （・職員の処分について、教職員については県教委が判断し対応する。 

  （・市職員については、教育委員会の関係職員に対して、教育長から口頭で注意・

指導を行った。 

 



3



4


